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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、使役に関わる日独語の諸構文の対照研究により、言語間に通底する態
の交替現象の原理を明らかにすることを目的とするものである。この目的のもと、使役と経験という両義的な解
釈が可能なドイツ語と日本語の構文を対象に、構文の意味解釈のメカニズムを究明した。動詞の語彙的意味が構
文の本来的意味あるいは副次的意味の創発にどのように作用するのかを探ることで、日独語のヴァレンス拡大現
象で認められる共通の意味論的基盤を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research project delves into the intricacies of voice alternations in 
languages, focusing on Japanese and German constructions related to causation. In line with this 
objective, the study investigated the mechanisms of semantic interpretation, concentrating on 
constructions in both German and Japanese that exhibit semantic ambiguity, allowing for 
interpretations of either cause or adversity. By examining how the lexical meaning of verbs 
influences the emergence of inherent and peripheral meanings within these constructions, the study 
reveals a shared semantic basis for valence expansion across both languages.

研究分野： 言語学、ドイツ語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
事態の引き起こし手である「使役主」がどのように符号化され、また読み込まれるかという対照言語学的・類型
論的観点から取り上げられる問題について、ドイツ語と日本語の使役に関わる諸構文を例に、構文の意味解釈に
対する動詞の語彙的意味の作用および動詞の意味論に基づく語用論的推論の働きの一端を明らかにした。日独語
の態の交替現象について、個体と事象との間の広義の所有関係（人による「事象の所有」）というアプローチが
妥当することを示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

使役・反使役をめぐる言語現象は、通言語的・個別言語的に大いに注目を集め、研究が盛んに
行われてきたトピックのひとつである。ドイツ語では、語彙的使役動詞に zerbrechen「壊す／壊
れる」のような自動詞との交替を示すもの（以下「他自動詞」）と、öffnen「開ける」／sich öffnen

「開く」のような再帰動詞との交替を示すもの（以下「他再動詞」）とがあることから、その統
語的派生の仕組み（Schäfer 2008）と並び、両者にどのような意味的差異を見出すかに関心が注
がれてきた（Aoki 2010，大矢 2008）。その一方で、これらの使役・反使役動詞が他のどのような
構文でどのような読みを伴って現れるかについてはあまり注目されてこなかったと言える。こ
のような従来の学問的潮流に対し、研究代表者は本研究開始以前に、反使役動詞が動詞のヴァレ
ンス拡大現象である「自由な」与格構文で用いられる場合を調査し、構文の意味解釈で働く原理
を探った。自由与格構文は、主に「表される事態から与格が影響を被る」という「経験」（被害
や受益）を表すものであるが、zerbrechen のような他自動詞が現れる環境では「経験」と並び「表
される事態を与格が意図せず引き起こす」という「意図せぬ惹起」解釈が可能となることが知ら
れている（例：Mir zerbrach die Vase. 私にとって不都合（好都合）なことに花瓶が壊れた〈経験〉
／私は意図せず花瓶を壊した〈意図せぬ惹起〉）。それとは対照的に、sich öffnen のような他再動
詞の自由与格構文では「経験」解釈のみが可能である（例：Mir öffnete sich die Tür. 私にとって
不都合（好都合）なことにドアが開いた〈経験〉）。調査の結果、他自動詞と他再動詞には前者が
対象の存在自体が消失する変化を表す一方で、後者は対象の存在が保持されたままその性質や
性状の変化を表すという違いがあること、さらに自由与格構文で可能な解釈がこの意味対立に
よって条件付けられることが明らかになった（Takahashi 2017）。 

このようにドイツ語では、「存在の消滅」対「存在の持続」が反使役の構文で形態的差異（自
動詞か再帰動詞か）として出現するのみならず、ヴァレンス拡大の自由与格構文においてその意
味解釈の基底をなす。態の交替という言語体系の根幹をなす部分で作用する「存在の消滅」対「存
在の持続」は、他の言語ではどのような変化動詞に語彙化され、また、どのような構文的反映が
見られるのだろうか。この問題意識のもと、本研究課題では、変化動詞に内在する「存在の消滅」
と「存在の持続」が使役をめぐる諸構文の意味解釈をどのように条件付けるのかを、研究代表者
がこれまで研究対象としてきたドイツ語のみならず、日本語との比較・対照を行うことで究明す
ることとした。 

 

２．研究の目的 

本研究課題では、モノの存在論を手掛かりにドイツ語と日本語の使役をめぐる諸構文を探り
出し、態の交替で働くメカニズムを解明することを目的とした。研究実施期間を通して、ドイツ
語の使役・反使役動詞に見られる対象（モノ）の存在論に関わる意味対立―「存在の消滅」対「存
在の持続」―が日本語のどのような変化動詞で認められるのかを検証し、さらに、語彙的意味が
使役をめぐる諸構文の意味解釈、とりわけ構文の副次的意味の創発においてどのように作用す
るのかを究明した。 

 

３．研究の方法 

上掲の目的のもと遂行される本研究課題では、形式と意味との対応について、意味から形式へ
というアプローチを採用した。まず、個別言語研究の観点から常に関心を集めつつも、従来別個
のものとして取り上げられてきた現象を態の交替という同軸上に位置付けて論じた。この手法
により、使役に関わるドイツ語の諸構文として、自由与格構文、bekommen (= get)+PP（過去分詞）
構文、lassen (= let)使役文を分析の射程に収めた。さらに、形式（カタチ）の共通性に依っては比
較されることのないドイツ語と日本語の構文を対比させ、共通の意味的基盤上でパラメーター
化することを試みた。具体的には、経験と使役という両義的な意味解釈が可能となるドイツ語の
自由与格構文と日本語の「－させ」使役文を対象にその意味解釈のメカニズムを探った。 

研究実施期間は当初 3 年間（2020 年度～2022 年度）の予定であったが、本研究課題の目的を
より精緻に達成するための研究（学会発表並びに論文投稿）を実施するため、研究実施期間（補
助事業期間）の 1 年間の延長を行い、2023 年度を最終年度とした。研究初年度（2020 年度）に
は、計画段階で予定していたとおり、ドイツ語の諸構文（自由与格構文、bekommen+PP 構文、
lassen 使役文）の予備調査・研究の再検討、並びに予備研究の理論面での検証を行った。その結
果をうけて、自由与格構文、lassen 使役構文、および英語の have 使役文の比較を行った。英語の
have 使役文は、先行研究において日本語の「－させ」使役文との類似性が指摘されるものであり
（例えば Ritter and Rosen 1993）、日独語の諸構文を比較・対照するにあたり、研究の一助となる
ものであった。研究実施期間 2 年目（2021 年度）には、主としてドイツ語の経験的データの収
集と分析を行った。具体的には、状態変化動詞 zerbrechen および öffnen の事例を大規模コーパス
DeReKo より収集し、使役形と反使役形の頻度分析を行った。3 年目（2022 年度）には引き続き、
ドイツ語の使役・反使役動詞に関する経験的データの収集と分析を行いつつ、自由与格構文に関
して、状態変化動詞および移動動詞を例にコーパス (DeReko)の実例に基づき構文の意味解釈の
メカニズムを分析した。移動動詞はその語彙的意味によって求められる経路項の表出に応じて、



非限界的な「過程」(process)を表すこともあれば、限界的な「状態変化」(change of state)を表す
こともある。この統語的・意味的性質に鑑みて、移動動詞を状態変化動詞の比較対象とし、自由
与格構文の意味解釈と動詞の語彙的アスペクト(= Aktionsart)との連関を探った。最終年度（2023

年度）には研究成果の総括を行い、論文発表のかたちで研究成果を公にした。 

 
４．研究成果 
 日独語の構文の対照研究の成果として、以下、ドイツ語の自由与格構文と日本語の「－させ」
使役文を比較・対照した結果を報告する。自由与格構文と「－させ」使役文は、事態から影響を
被る「経験主」とその逆の事態の引き起こしに関わる「使役主」とが同一の構文で競合する点で
共通性がある。自由与格構文が典型的には反使役の他自動詞が出現する環境下でその本来的な
意味である経験のほかに「意図せぬ惹起」という副次的な意味を得る一方、「－させ」使役文は
一定の環境下で使役と並び経験（被害）の解釈を帯びるという点で異なる（例：彼は子供を[事
故で]死なせた、社長は[不景気で]会社を倒産させた）。 

 

【ドイツ語の経験的データに基づく研究成果】 

コーパスからの実例に基づく調査・分析の結果、ドイツ語自由与格構文の「意図せぬ惹起」解
釈が、先行研究で指摘される他自動詞（zerbrechen タイプ）のほか、この読みを阻むとされる他
再動詞（öffnen タイプ）においても観察されることが明らかとなった。本研究の開始当初は「存
在の消滅」対「存在の持続」という動詞に内在する性質が自由与格構文の解釈を規定すると想定
されていたが、経験的データに依る分析をすすめた結果、対象物（モノ）の存在に関わる動詞の
意味論は自由与格が「（非意図的）使役主」と解されるかどうかを直接に左右するわけではない
ことが示された。この読みにとって重要なのはむしろ、「変化前の状態が維持されることが期待
されるにもかかわらずその状態が解消されるような変化（コト）が発生した」という潜在的矛盾
とも言える意味的背景であると考えられた。他自動詞にせよ他再動詞にせよ、状態変化動詞では
初期状態からそれとは相反する終結状態への移行が表される。状態変化動詞が自由与格によっ
て拡張された場合、新たに追加された参与者である与格は第一義的には事態の「経験主」である。
その際、与格と表される事態との関わりに照らして、経験主は変化前の「初期状態を維持できた
はず」であり、その初期状態が解消されるということは、「表される事態に経験主は消極的なが
らも関与した」という推論が働き、「意図せぬ惹起」読みが得られる。また、この意味的背景が
活性化しやすいのは「存在の消滅」が表される他自動詞であり、「存在の持続」を含意する他再
動詞では往々にして文脈による支えが必要となる。例えば zerbrechen ではその語彙的な意味に鑑
みて「放っておけばそのままであるものが（何らかの原因によって）壊れる」と了解されやすい
のに対して、他再動詞の代表例である(sich) öffnen では初期状態の継続（対象が閉まったままで
あること）が見込まれるという含意は特段ない。このように、自由与格構文の解釈（とくに「意
図せぬ惹起」読み）は、統語的性質の別（自動詞か再帰動詞か）に負うのでもなければ、動詞の
意味論に完全に依るのでもなく、動詞の非構造的な意味の性質に負いつつも、ときに都度の文脈
で下支えされる意味的推論によってたらされることが、経験的・実証的に明らかとなった。 

 
【日独語の対照分析に基づく研究成果】 
 対照分析の結果、ドイツ語の自由与格構文で「（非意図的）使役主」読みをもたらす意味的背
景―「初期状態の継続が期待されるにもかかわらずその状態が解消されるような変化（コト）が
発生する」―は、日本語の「－させ」使役文において、基底動詞の項構造に対して新たに追加さ
れた項である主語の「経験主」読みを導くことが示された。この意味的背景が活性化されるのは、
例えば「死ぬ」のような往々にして望ましくない、対象の（不可逆的）変化を表す動詞のもとで
あることが考えられた。さらに、使役と経験という両義的な意味解釈が可能となる背後には、個
体と事象との間の広義の所有関係（人による「事象の所有」）という共通の意味論的基盤があり
（この方向の先行研究としては Fujinawa and Imaizumi 2010 が挙げられる）、日独語の構文がこの
アプローチにより統一的に捉えられることが示された。 
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